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第５７回 全日本聾教育研究大会（奈良大会）開催要項 

 

１ 大会名称    第５７回全日本聾教育研究大会（奈良大会） 

 

２ 大会主題    「ゆたかな知恵を育むろう教育」   

 

【主題設定の理由】 

グローバル化の進展や情報通信技術の急速な発展、人工知能の導入などにより、社会の変化は加速度を増し、将来を

予測することがますます難しくなってきている。聴覚障害児を取り巻く状況の変化も多岐にわたり、例外ではない。医学の

進歩や補聴機器の性能向上はめざましく、超早期から聴覚補償や療育開始がなされるようになった。また、各自治体によ

る手話言語条例の制定や、音声認識を用いた情報保障システムも広がりをみせている。 

教育においても、学習指導要領では、このように変化する激しい時代を生き抜いていくために必要な資質・能力として、

「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の３つの柱を掲げ、生きる力を育むことを明

記している。生きる力を育むためには、確かな知識と、その知識を活用する力「知恵」が必要とされる。知恵とは「道理を判

断し処理していく心の働き。また、筋道を立て計画し正しく処理していく能力」であり、今こそ子どもたちにこの力を培うこと

が不可欠である。多くの知識を習得できたとしても「知恵」へと発展されなければ物事に対処することは難しい。だからこ

そ、ことばや知識を自分の経験と絡めることで、使えることばや知恵へと深めていくという視点での学習を充実させていく

ことが求められる。さらに、知識と経験から得た知恵を、日常生活や社会で活かそうとする行動力・実行力・決断力を身に

付けることも重要な要素となる。どのように自らが社会と関わっていくのかという、主体的な態度を伸ばしていくためには、

仲間と協働する経験を積み重ねる中で、他人を尊重する心や思いやり、コミュニケーション能力、豊かな人間性を育ててい

く必要がある。「確かな知識」「豊かな人間性」を身に付け、「豊富な経験」を重ねることで、自分自身で思考した「ゆたか

な知恵」を育むことは、現代社会を生きる力のみならず、ろう者としての自分の生き方やアイデンティティの形成にもつなが

るのではないか。 

本大会では、子どもたちの知識を「ゆたかな知恵」に変え、これからの時代を生き抜く子どもたちを育てるろう教育の在

り方を追求したいという思いと、我々教員がろう教育を継承・発展させていく知恵を、参加者の皆様の知識と経験から学び

合っていこうという思いを込め、本主題を設定した。 

  

３ 会 期        ２０23年（令和５年）１０月１９日（木）～２０日（金） ２日間 

 

４ 会 場 

〈公開・指定授業〉 

○奈良県立ろう学校 

〒６３９－１１２２ 奈良県大和郡山市丹後庄町４５６   ＴＥＬ（０７４３）５６－２９２１  ＦＡＸ（０７４３）５６－８８３３ 

 

〈授業研究分科会・開会式・記念講演〉 

○やまと郡山城ホール 

〒６３９－１１６０ 奈良県大和郡山市北郡山町２１１－３ 

ＴＥＬ（０７４３）５４－８０００  ＦＡＸ（０７４３）５４－８００１ 

 

〈研究協議分科会〉 

○奈良春日野国際フォーラム甍 別館 

〒６３０－８２１２ 奈良県奈良市春日野町１０１   ＴＥＬ（０７４２）２７－２６３０  ＦＡＸ（０７４２）２７－２６３４ 

○ホテル リガーレ春日野 

〒６３０－８１１３ 奈良県奈良市法蓮町７５７－２   ＴＥＬ（０７４２）２２－６０２１  ＦＡＸ（０７４２）２６－２２００ 

 

５ 主 催       全日本聾教育研究会 近畿地区聾教育研究会 

 

６ 主管校      奈良県立ろう学校 
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７ 協力校      滋賀県立聾話学校  京都府立聾学校・京都府立聾学校舞鶴分校   

大阪府立中央聴覚支援学校  大阪府立生野聴覚支援学校   大阪府立堺聴覚支援学校 

大阪府立だいせん聴覚高等支援学校  兵庫県立こばと聴覚特別支援学校   

兵庫県立神戸聴覚特別支援学校  兵庫県立姫路聴覚特別支援学校    

兵庫県立豊岡聴覚特別支援学校  和歌山県立和歌山ろう学校     

 

８ 後援（予定）  文部科学省 奈良県教育委員会 大和郡山市教育委員会 全国聾学校長会 全国聾学校教頭会     

全国特別支援学校長会 近畿地区聾学校長会 近畿地区聾学校教頭会 奈良県特別支援学校長会  

全国ろう学校 PTA連合会  全国公立学校難聴・言語障害教育研究協議会  

一般社団法人奈良県聴覚障害者協会 

 

協賛（予定）  公益財団法人聴覚障害者教育福祉協会  小川再治研究協賛会 
公益財団法人日本教育公務員弘済会奈良支部  

 

９ 記念講演    （大会１日目）10月 1９日(木)15:４0～17:00   やまと郡山城ホール 大ホール 
［講師］ 武居 渡 氏 （金沢大学教授） 

［演題］ 「多様性を大切にしたろう教育を目指して」 

※後日、全日聾研ホームページの会員ページに掲載します。 

 

１０ 大会日程 

日 時間 内容 

前日 

10／18（水） 

15:０0～16:３0 

 

全日本聾教育研究会全理事協議会（会場：ホテル日航奈良） 

 

1日目 

 

10／19（木） 

８：４０～ 

９：１０～ 

１0:１５～ 

受付 

公開授業・寄宿舎一般公開 

指定授業 

１１：１５～１３：０0 ［移動］  ［昼食・休憩］ 

13:０0～1４:３0 授業研究分科会 

15:00～15:30 

15:40～17:00 

開会式 

記念講演  金沢大学 教授 武居 渡氏 

17:15～17:45 研究協議分科会係の打ち合わせ会（司会者、助言者） 

２日目 

 

10／20（金） 

9:00～ 

9:30～12:00 

12:00～13:00 

13:00～1５:４５ 

1５:４５～16:０0 

受付（各会場） 

研究協議分科会 

［昼食］ 

研究協議分科会 

閉会行事（各分科会ごとに実施）     VTR放映など 

 

11 設定分科会 

（１）授業研究分科会    

 

【公開・指定授業】 会場：奈良県立ろう学校 

公開授業（９：１０～） 指定授業（１０：１５～） 

早期教育部 ― 動画での保育参観 

幼稚部・小学部・中学部・高等部 ― 全学年公開 

寄宿舎 ― 施設公開 

幼稚部 5歳児 話し合い活動 

小学部 5年   国語 

中学部 ３年   道徳 

高等部 ２年   国語 

 ※指定授業は、大会終了後、大会ホームページにて事後配信する予定です。詳しくは大会通信２号に掲載します。 
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【授業研究分科会テーマ、助言者】 会場：やまと郡山城ホール 

学部 研究テーマ 助言者 

幼稚部 
伝え合い、ともに考える力を育てるために 

 ～自由遊び後の話し合い活動を通して～ 

信州大学 

教授 庄司 和史 氏 

小学部 
児童が主体的に考える授業をめざして 

 ～国語の授業を通して～ 

金沢大学 

教授 武居 渡 氏  

中学部 
生徒の考えを深める授業づくり 

～道徳の授業に焦点をあてて～ 

同志社大学 

教授 中瀬 浩一 氏 

高等部 
対話を通して思考を深める授業づくり 

～個と集団の学びの往還を目指して～ 

筑波技術大学 

准教授 脇中 起余子 氏 

 

 

（２）研究協議分科会  会場：奈良春日野国際フォーラム甍 別館 ／ ホテル リガーレ春日野 

分科会 
協議主題（分科会テーマ） 助言者 

主題設定の理由  運営担当校  

１ 早期教育Ⅰ 

（乳幼児） 

 

 

乳幼児期の親子の関わりを深めるための支援に

ついて考える 

信州大学 

教授 庄司 和史氏 

コミュニケーションの土台となる親子の関わりを

深めるため、乳幼児期の保護者への支援を丁寧

に行っていく必要がある。不安を抱えた保護者に

寄り添いながら、個々に合わせてどのように支援

を行っていくのか具体的方策を研究し、今後につ

なげたい。 

兵庫県立 

こばと聴覚特別支援学校 

２ 

 

早期教育Ⅱ 

（幼稚部） 

 

 

 

 

豊かな言語発達を促すために 

～多様な子どもの実態をふまえて～ 

愛知淑徳大学 

教授 井脇 貴子氏 

幼児は遊びを中心とした様々な体験をする中で

ことばを獲得していく。近年では人工内耳の普

及、重複障害児やデイサービス利用の増加など

多様な実態がある。聴覚障害児の豊かな言語発

達のために、幼児期の特性や個々の実態に合わ

せた指導について研究する。 

大阪府立中央聴覚支援学校 

３ 

 

教科指導（小学部） 

 

 

学びを深める対話を引き出す授業の工夫 大阪教育大学  

教授 井坂 行男氏 

主体的で深い学びのある授業は、生き生きとした

ことばと考えのやり取りから生まれる。児童が進

んで話し合い、考えを広げ、練り合わせる授業は

「楽しい」「わかる」授業でもある。そんな授業づ

くりの工夫について学び合いたい。 

兵庫県立 

姫路聴覚特別支援学校 

４ 

 

教科指導（中高文系） 

 

教科指導力のアップに向けて 京都光華女子大学 

准教授 高井 小織氏 

準ずる教育課程における文系科目の教科内容を

理解するために必要な言語力が足りず、学習活

動に支障をきたしている生徒も少なくない。教員

の指導力を今以上に高め、生徒の学習理解を進

めるためには、どのような手立てが必要かを協議

する場を設定したい。 

兵庫県立 

神戸聴覚特別支援学校 
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５ 

 

教科指導（中高理系） 

 

 

 

理系科目の苦手意識をなくすために 筑波技術大学 

准教授  脇中 起余子氏 

進級するにつれて、数学・理科の理系科目にどう

しても苦手意識をもってしまう生徒がいる。その苦

手意識をなくし、授業内容の理解を深めるために

授業で取り組まれていることを共有し、学び合い

たい。 

大阪府立 

だいせん聴覚高等支援学校 

６ 

 

寄宿舎教育 

 

生きる力と豊かな心を育むための寄宿舎教育の

在り方 

筑波大学附属聴覚特別支援学校 

寄宿舎主任指導員 

木村 美津子氏 

寄宿舎教育では、集団生活を通して社会性や主

体性、豊かなコミュニケーションの力を身に付け

ることが大切であると考える。このことから、卒業

後を見据え自立した生活に必要な力と心を育む

指導や支援について研究する。 

和歌山県立和歌山ろう学校 

７ 自立活動Ⅰ 

（障害認識など） 

 

 

 

「障害」に関わる認識と行動を伸ばしていくため

の様々なアプローチ 

宮城教育大学 

教授 松﨑 丈氏 

幼児児童生徒が聴覚障害のある自分とその周り

で生じている社会的障壁について理解し、様々な

問題の解消にむけて行動する力をどのように付

けていくか。これらの力を形成していくために自

立活動で可能となる取組について各校での実践

を報告しながら、「障害」に関わる認識と行動を

どのように伸ばしていくかといった様々なアプロ

ーチについて考えていく。 

滋賀県立聾話学校 

８ 

 

自立活動Ⅱ（聴覚活用

・発音発語） 

 

 

 

 

医療・補聴技術の進歩と幼児児童生徒の多様化

に応じた聴覚学習・発音発語学習の在り方 

愛知淑徳大学  

非常勤講師 中井 弘征氏 

人工内耳の普及や人工内耳装用児の増加、補

聴器・補聴援助システムの技術進歩に対応する

とともに、幼児児童生徒の障害の重度・重複化、

多様化に伴って、個々のきこえやことばの獲得段

階に応じた指導内容の設定や指導方法等がより

大切となっている。それらを踏まえたより良い聴覚

学習・発音発語学習の在り方について研究する。 

京都府立聾学校 

９ 

 

センター的機能 

 

 

 

 

 

特別支援学校（聴覚障害）におけるセンター的

機能の在り方について 

元和歌山県立和歌山ろう学校長  

三反田 多香子氏  

特別支援学校（聴覚障害）に求められているセ

ンター的役割を共有し、ろう学校が実施している

センター的機能の実際と、地域の教育機関や関

係機関との連携の在り方について研究する。 

大阪府立生野聴覚支援学校 

１０ 進路・キャリア教育 発達段階や個に応じた系統的なキャリア教育の

推進について 

社会福祉士 

岩山 誠氏 

  幅広い学校生活の中で、発達段階や個に応じた

進路・キャリアについて、子どもたち自身が社会

での自立に向けて必要な基盤となる資質や能力

をどのように身に付けていくのか、学校全体とし

て系統的にキャリア教育の在り方について研究

する。 

大阪府立堺聴覚支援学校 
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１１ 重複障害教育 他者との関わりやコミュニケーションを通してより

ゆたかな生活につながる授業を考える 

宮城教育大学 

教授 菅井 裕行氏 

  障害を併せもつ子どもたちは、様々な方法で自

分の思いを発信している。個々の思いを受け止

め、安心感と信頼感を構築しつつ、生活で活か

せる力を育みたい。現在および卒業後の生活を

ゆたかにするための日々の授業の在り方を考え

る。 

奈良県立ろう学校 

 

12 開会式次第（予定）  

（１）開会の辞 

（２）挨拶      全日本聾教育研究会会長 

奈良大会実行委員長（奈良県立ろう学校長） 

（３）来賓挨拶  文部科学省初等中等教育局特別支援教育課特別支援教育調査官 

  奈良県教育委員会教育長 

全国公立学校難聴・言語障害教育研究協議会会長 

公益財団法人聴覚障害者教育福祉協会会長 

（４）来賓紹介   

（５）閉会の辞 

（６）諸連絡     大会事務局 

 

13 閉会行事次第（予定）  各研究協議分科会会場にて実施  

（１）開会の辞 

（２）挨拶    全日本聾教育研究会会長 

奈良大会実行委員長（奈良県立ろう学校長） 

全日本聾教育研究会副会長（次年度主管校 校長） 

（３）閉会の辞 

 

14 大会参加費  会員 1,０００円   会員外 2,５００円 

       （予定）  学生 1,０００円（参観・聴講のみでの参加）  

 

15 研究発表    研究協議分科会の研究発表の資格は会員であることとします。 

なお、地区研究会に所属していない大学教員等は、本部事務局に連絡し、会員の資格を得てくだ

さい。 

  全日本聾教育研究会本部事務局 連絡先      

    〒２７２－８５６０  千葉県市川市国府台２－２－１  筑波大学附属聴覚特別支援学校内 

    TEL ０４７-３７１-４１３５（代） FAX ０４７-３７２-６９０８ 

発表件数が多い研究協議分科会においては、発表時間を十分に設定できない場合があります。 

予めご了承ください。 

 

16 大会参加・宿泊等の申し込みについて 

申し込み内容 申し込み締切日 申し込み・送付先 

大会予備調査 ２０２３年３月２７日（月） 
奈良大会事務局（奈良県立ろう学校） 

※専用の webフォームから仮申込みをしてください。 

大会参加申し込み 

研究発表申し込み 

昼食・シャトルバス申し込み 

 

２０２３年６月１２日（月） 

 

奈良大会事務局（奈良県立ろう学校） 

※専用の webフォームから申込みをしてください。 

 

１日目、２日目とも、近隣で飲食できる場所はほとんど

ありません。 
研究発表原稿提出 2023年７月２０日（木） 

宿泊先の申し込み 宿泊先については、参加者自身で行ってください。ご協力お願いいたします。 
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１７ 情報保障について 

全体会(開会式、記念講演)では、手話通訳、音声認識の文字変換による字幕を準備いたします。授業研究分科会、研

究協議分科会においては、支援を必要とする参加者がいる場合に情報保障を行いますので、情報保障を希望される場合

は、参加申し込み時、必要な情報保障にチェックを入れてください。 

 

1８ 自然災害時等における対応について  

（１）気象警報が発令された場合も、原則として大会は実施します。ただし、公共交通機関に影響があり主管校の教職員

が出勤できない場合は奈良大会を中止とし、その旨を大会ホームページに掲載します。 

（２）気象警報の発令、感染症等により臨時休業になった場合は、幼児児童生徒は登校しません。そのため公開授業は中    

止となりますが、指定授業については、事前に撮影した授業ビデオをご覧いただく予定です。 

（３）公開授業が中止となる場合は、その旨を大会ホームページに掲載します。また、受付時間が変更になります。 

 

     通常開催 公開授業が中止になる場合 

受付時間 ８：４０ ～ ９:１０ ９：４５～１０：１５ 

指定授業開始時間 １０：１５ ～ １０：１５～ 

 

１９ 大会事務局及び連絡先  

第５７回 全日本聾教育研究大会（奈良大会）事務局 

 

〒６３９－１１２２ 奈良県大和郡山市丹後庄町４５６（奈良県立ろう学校） 

TEL （０７４３）５６－２９２１   FAX （０７４３）５６－８８３３ 

E-mail   zennichiro-nara@zennichiro-con.sakura.ne.jp                    

大会実行委員長  出口 千惠美 

大会事務局長  山本 明子 

 

 


